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自治体情報施 策 事 例 住民参画・NPO・ボランティア関連施策1

施策の概要

施策事例１　住民参画・NPO・ボランティア関連施策

21,313,165 千円

東京都 小金井市 企画財政部企画政策課

042-387-9800

http://www.city.koganei.lg.jp/

平成 20 年度から平成 21 年度まで

三鷹市まちづくりディスカッション等参考とした施策

関 係 施 策 分 類

事 業 期 間

ホ ー ム ペ ー ジ

電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口 113,924 人

1 	取り組みに至る背景
市制施行 50 周年記念事業の一環として冠事業を公募したと

ころ、小金井青年会議所から「こがねい市民討議会 2008」の
応募があった。市制施行 50 周年記念事業のテーマ「未来の 50
年へ。さらなる飛躍のスタート」に合致することから、公募冠
事業に認定され、平成 20 年 1 月 30 日に市は小金井青年会議所
とパートナーシップ協定を締結した。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
本市では、この新たな市民参加の手法を検証するため、参加

状況・プログラム・運営方法・参加者の意識の変化等を検証した。
公募委員 5 名を含む実行委員会を組織し、住民基本台帳から無作為抽出した 18 歳以上の市民 2 千人に

参加依頼書を送付し、平成 20 年 8 月 23 日・24 日に市総合体育館において、「あなたのチカラ求む !! 住み
やすさ向上大作戦」をテーマとして、市民討議会を開催した。4 つの小テーマごとにグループ替えをしな
がらグループ討議を行い、討議と投票により市民からの提案がまとめられた。参加者謝礼は5千円とした。

3 	施策の開始前に想定した事業効果
（1）市民討議会への参加、市内外の注目によって、市の将来
像について、より多くの市民が関心を持ち、また、考えるよ
うになること。

（2）住民基本台帳から無作為抽出した市民を対象とする市民
討議会方式により、サイレントマジョリティの意見を反映で
きること。

（3）多様な参加者によるワークショップにより、市の将来像
に関連して、市民生活に根ざした新しいアイデアによる事業
提案ができること。

こがねい市民討議会
2008・2009
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予算関連データ

施策事例１　住民参画・NPO・ボランティア関連施策

1

総　額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分 : ①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

750 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円 750 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称

所　管

金　額

補助率

小金井市

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
（1）実行委員会及び当日の参加者が多いとは言えなかった。参加者は募集 50 名に対して申込 47
名で、所用による辞退者のため当日参加は 35 名だった。より一層の広報や周知や開催時間を減
らす等の工夫が求められる。

（2）テーマ設定に実行委員会で多くの時間がかかり、プログラム設定や情報提供者の選定等の時
間が不足した。テーマの方向性を予め設定するべきと考えられる。

（3）情報提供について、段階を追うごとに情報が有益だったとする参加者が減少している。判断
に資する情報提供のために、より一層の工夫が必要である。

（4）実現性の高い事業提案を行うことができたとする参加者は 23.5%にとどまる。具体的な判断
が可能となるよう、プログラム及び情報提供の工夫が必要である。

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
（1）市政及び地域への理解・感心・参加意欲が高まっ
たとする参加者が 7 ～ 8 割を占め、青年会議所が行っ
たシンポジウムに都外からも多くの参加者があった。

（2）他の市民参加方法に比べ、より幅広い年代の参加
を得ることができた。こうした事業に初めて参加した
という市民が多かった。

（3）当日の討議の状況を実行委員会で分析し、平成 20
年 11 月 7 日に市に報告書を提出した。事業提案につい
ては、地域に根ざした市民の良識的な判断が示された。
長期総合計画策定に係る市民参加の一環として、平成 21 年 8 月 1 日（土）・2 日（日）に、「『子育て・

子育ち』を一緒に考えよう」をテーマに、「こがねい市民討議会 2009」を開催するため、公募市民
を含めた実行委員会により準備を進めている。

昨年度の課題についてさらに検証していくとともに、今回は参加者を一般公募したワークショッ
プを市民討議会と同じプログラムで同時開催することとしており、参加状況・討議内容・提案内容
について、より比較的に検証し、また、より幅広く市民の意見が施策に反映されることが期待される。
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